
忘
却
の
淵
か
ら

コ

九
四

一
年

パ
リ
の
尋
ね
人
』

『図
説

写
真
小
史
』

本
と
人
と
は
、
あ
る
日
不
思
議
な
出
会
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
何

と
そ
の
本
は
、
街
角
の
広
々
と
し
た
書
店
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
出
版
し
た

ば
か
り
の
私
の
本
の
隣
に
、
ま
る
で
双
子
の
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
表
紙

を
前
に
し
て
、
二
冊
並
べ
て
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。　
一
九
二
〇
年

代
パ
リ
と
外
国
人
芸
術
家
た
ち
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
私
の
本
は
、　
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
写
真
家
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル
テ
ス
の
パ
リ
写
真
で
飾

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
り
の
新
刊
本
の
表
紙
も
、
や
は
リ
ケ
ル
テ
ス
な

の
だ
が
、
「影
」
と
題
す
る
、
道
路
に
伸
び
た
四
人
の
人
物
た
ち
の
影
が
、

妙
に
生
々
し
い
。
促
さ
れ
る
よ
う
に
手
に
取
り
、
早
速
買

っ
て
帰
る
。

パ
ト
リ
ッ
ク

・
モ
デ
ィ
ア
ノ

『
一
九
四

一
年

パ
リ
の
尋
ね
人
』
（白

井
成
雄
訳
、
作
品
社
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
題

じ
ο
ミ

ω
§
濠
八
ド
ラ
・

ブ
リ
ュ
デ
ー
ル
）。　
一
九
四
二
年
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
イ
ッ
ツ
で
死
亡
し
た

同
じ
く

一
九
ミ
〇
年
代
を
生
き
抜

い
た

ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者

ハ
ン
ナ

・

ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
よ
る
殺
人
は
、
単
な
る
死

を
個
人
に
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
共
同
体
の
全
体
を
ガ
ス
室
送
り

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
個
人
に
ま
つ
わ
る
社
会
的

〈記
憶
〉
の

全
て
を
葬
り
去

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト

の
呼
ぶ

「忘
却
の
穴
」
に
お
け
る
死
の
隠
薇
は
、
あ
る
人
間
が

「生
き

て
い
た
」
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
事
実
そ
の
も
の
ま
で
を
抹
消
す
る

「完
全
殺
人
」
な
の
で
あ
る
。

パ
ト
リ
ッ
ク

ｏ
モ
デ
ィ
ア
ノ
は
、
そ
の

「忘
却
の
穴
」
に
抗
し
て
か

す
か
な
痕
跡
を
探
し
、
少
女
ド
ラ
の
内
面
と
そ
の
生
涯
を

「書
き
残
そ

う
」
と
す
る
。
モ
デ
ィ
ア
ノ
の
執
念
は
、
自
ら
の
父
が
や
は
り
占
領
下

に
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
個
人
的
事
情
と
も
深
く
絡
み

合

っ
て
い
る
。
モ
デ
ィ
ア
ノ
の
父
は
運
良
く
脱
走
に
成
功
す
る
が
、
し

か
し
地
上
に
戸
籍
を

一
切
も
た
な
い
闇
の
プ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ア
ウ

ト
ロ
ー
の
謎
の
人
生
を
歩
む
。
「私
は
占
領
時
代
の
汚
物
か
ら
生
ま
れ

た
」
と
言

っ
て
は
ば
か
ら
な
い
モ
デ
ィ
ア
ノ
は
、
偶
然
に
も
、
自
分
と

同
じ
裏
街
に
子
供
時
代
を
送

っ
た
ド
ラ

ｏ
ブ
リ
ュ
デ
ー
ル
の
姿
を
求
め

て
、
現
代
の
パ
リ
の
街
路
を
、
ひ
た
す
ら
に
街
復
う
の
で
あ
る
。
モ
デ

ィ
ア
ノ
と
共
に
歩
ん
で
い
く
と
、
予
想
に
反
し
て
、
パ
リ
周
縁
地
区
が

パ
ト
リ
ッ
ク

。
モ
デ
ィ
ア
ノ

ヴ
ァ
ル
タ
ー

・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

（と
推
定
さ
れ
る
）
全
く
無
名
の
少
女
の
名
前
で
あ
る
。

あ
る
日
、　
一
九
四

一
年
の

『
パ
リ

・
ソ
ワ
ー
ル
』
紙
を
め
く
っ
て
い

た
作
家
モ
デ
ィ
ア
ノ
は
、
偶
然
に
も
、
ド
ラ

・
ブ
リ
ュ
デ
ー
ル
と
い
う

行
方
不
明
の
娘
の
所
在
を
尋
ね
る
あ
る
父
親
の
尋
ね
人
広
告
が
、
日
に

止
ま
っ
た
。
ド
ラ

ｏ
ブ
リ
ュ
デ
ー
ル
と
は
、　
一
体
ど
ん
な
少
女
な
の
だ

ろ
う
か
―
―
。
全
て
の
探
索
が
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。

こ
の
書
物
は
、
モ
デ
ィ
ア
ノ
が
そ
れ
か
ら
十
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
、

よ
う
や
く

一
九
九
七
年
に
出
版
し
た

「調
査
報
告
」
で
あ
る
。
も
と
よ

り
、
ド
ラ

ｏ
ブ
リ
ュ
デ
ー
ル
に
つ
い
て
の
書
類
や
記
録
は
、
地
球
上
の

い
か
な
る
場
所
に
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
占
領
下
フ
ラ
ン
ス

の
ナ
チ
ス
や
そ
れ
に
加
担
し
た
フ
ラ
ン
ス
側
諸
機
関
に
よ
っ
て
、
故
意

に
破
棄
さ
れ
、
抹
殺
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

何
と
劇
的
に

「変
化
」
し
て
い
る
か
に
気
付
き
、
私
た
ち
は

「時
間
「

の
容
赦
な
い
重
さ
に
慄
然
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
関
連
地
図
や
年
表
、
充
実
し
た
訳
註
や
解
説
を
加
え
た
翻
訳

者
の
気
概
が
真
摯
に
伝
わ
っ
て
く
る
、
敬
服
す
べ
き
訳
業
で
あ
る
。

ま
た
、
訳
者
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
、
原
著
と
呼
び
合

っ
た
効
果
を

上
げ
て
い
る
本
と
言
え
ば
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

『図
説

写
真

小
史
』
（久
保
哲
司
編
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
も
、
読
者

へ
の
嬉
し
い
贈

り
物
で
あ
る
。
早
く
も

一
九
二

一
年
に
、
「写
真
」
と
い
う
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
に
注
目
し
、
同
時
代
写
真
に
つ
い
て
の
哲
学
を
展
開
し
た
の
が
、

後
の

「複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」
盆
奎
こ

と
並
ぶ
名
論
文

「写
真

小
史
」
で
あ
る
。
こ
の
文
庫
版
邦
訳
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
翻
訳
の
質

は
言
う
に
及
ば
ず
、
発
表
当
時
八
枚
し
か
付
い
て
い
な
か
っ
た
参
考
図

版
を
、
実
に
八
十
枚
も
挿
入
し
た
点
、
さ
ら
に
関
連
論
文
を
三
本
加
え

る
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
に
、
し
か
も
多
角
的
に

「写
真
小
史
」
を
読
み

直
す
道
を
ひ
ら
い
た
―
―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ド
ラ

ｏ
ブ
リ
ュ
デ
ー

ル
と
同
じ
く
、
や
は
リ
ユ
ダ
ヤ
人
ゆ
え
に
亡
命
先
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
、

ピ
レ
ネ
ー
山
中
で
自
死
を
選
ん
だ
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
著
作
が
、
時
代
の
貴

重
な
写
真
映
像
や
資
料
と
共
に
蘇
る
喜
び
を
、
あ
ら
た
め
て
味
わ
い
た

い
。
　
　
　
　
　
　
（
い
ま
は
し
え
い
こ
／
比
較
文
学

。
比
較
文
化
）

リ
レ
ー
連
載
▼
読
書
日
記
④

今橋映子
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